
企業と地域を結ぶ情報誌

Corporate  Social  Responsibility

企業の森 Topics
「企業の森」シンボルマークを作成！
現在、27の企業・団体が参画！
「企業の森」による経済波及効果を試算
経団連自然保護協議会が「企業の森」を視察

CSR Report
「企業の森」参画企業・団体の最新情報

Local Voice
県内各地域からの最新情報

01

03

11

CONTENTS

和歌山県「企業の森」
参画企業・団体の情報を一挙掲載 企業の森

和歌山県

「紀州材・家づくりフェア」を開催！
　紀州材を使った木造住宅について、消費者のみなさんにＰＲを行う
とともに、紀州材の生産者と地域の工務店や建築設計士とのネット
ワークづくりを目指して、下記のとおり「第二回 紀州材・家づくりフェ
ア」を開催します。

会　　場　和歌山マリーナシティ　多目的ホールＷＡＶＥと前広場
開催日時　平成19年11月23日（金）～ 25日（日）
　　　　　10:00～17:00　※最終日の終了は16:00
主　　催　紀州材・家づくりフェア推進協議会
後　　援　和歌山県、国土交通省、林野庁　　　（予定）
開催内容
①紀州材の紹介とＰＲ　②紀州材木造住宅関連展示ＰＲ　③中小工
務店の取り組み紹介　④和歌山の技能、住建材・素材の紹介とＰＲ
⑤住まいの相談会の実施　⑥生活空間関連製品の展示　⑦和歌山
産品の展示即売　等
紀州材・家づくり関連イベント
和歌山の木工、産品等オークション、木の家をつくるセミナーとビン
ゴゲーム、チェンソーカービング実演、親子で楽しむ木工教室と和歌
山の技能の実演、丸太切り・丸太重さぴったり大会、ガーデニング
セミナーと寄せ植え教室、スタンプラリー　他
集客イベント
愛知万博で大好評のワールドグルメがやってくる
韓国、中国、ベトナム、タイ、インドなど８カ
国の代表料理が集合

和歌山産品ほんまもん市場
梅干し、寿司、和菓子、漆製品、木工製品、
みかん、ジュース、和歌山ラーメン、たこ焼き、
熊野牛の試食等
先着１００名家族に和歌山鶏卵プレゼント

ガンダムフィギャ等即売
※以上予定

紀州材の活用企画を募集！
紀州材トーキョー・プロモーションの実施について
　和歌山県では、東京を
中心とした首都圏におい
て、紀州材のＰＲを行う
ため、企業や学校法人、
まちづくり団体などが行
うアイデアと話題性に富
んだ「紀州材」の活用に関
する取り組みを募集して
います。
　紀州材の新たな消費拡大を喚起するようなモニュメンタルな施設整
備などを行った場合、最高1,000万円を和歌山県が補助するものです。
　事業のイメージとして、都心に立地する社屋、大型ショッピングセ
ンター、空港、駅などのターミナルでサインやモニュメント、デッキな
どの整備を行う場合。また、学校教育施設において、木製備品、床
や壁の木質化に取り組む場合。このほかまちづくり団体などが、都市
の景観保全、商店街や中心市街地の活性化などに紀州材を利用する
場合などを想定しています。
　いずれの場合も、広く一般に対して、強度性能や色合いなどに優れ
た「紀州材」の魅力についてＰＲを行うこと、平成19年度中に完成す

る施設であることが条件です。
　事業に係る木材費と木工事費を和歌山県が補助し
ます。補助率は10分の10で、予算総額は1,000万
円。測量設計費、デザイン費用、基礎工事等は含み
ません。

CSR WAKAYAMA
Information

お問い合わせ先
和歌山県庁　林業振興課　木材振興班
TEL073-441-2964　FAX073-433-1037

お問い合わせ先
和歌山県庁　環境生活総務課　温暖化対策推進班
TEL073-441-2690　FAX073-433-3590

発行：和歌山県　森林・林業局　森林整備課
 〒640-8585 和歌山市小松原通1-1
 TEL 073-441-2982　FAX 073-432-5850
 E-mail  kig-mori@pref.wakayama.lg.jp
企業の森ホームページ　http://www.pref.wakayama.lg. jp/prefg/
 070700/kig_mori/kig_mori .html

企業の森和歌山県

環境に優しい大豆油インクと古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

「企業の森」環境保全活動を認証！
　和歌山県では、「企業の森」への参画を促すとともに、森林県である本県の地域特性を
活かした地球温暖化対策を推進するため、「企業の森」により吸収する二酸化炭素の量を
算定するなど参画企業の環境保全貢献を評価することを目的に、本年6月より「和歌山県森
林による二酸化炭素の吸収等環境保全活動認証事業」をスタートさせました。
　この認証事業は、本年3月に制定された「和歌山県地球温暖化対策条例」（H19.9施行）
においても、排出削減計画の提出を義務付けられた温室効果ガス多量排出事業者について、
補完的措置としてこの認証した吸収量を削減量としてカウントできるようにしているほか、
森林の公益的機能や世界遺産登録地周辺での景観保全、また地域との交流や地域の活性
化など、社会貢献度等を考慮して評価することとしています。
　6月の第1回目の認証では、14の参画企業・団体から申請があり、「認証書」と「木製認
証プレート」を交付しました。
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和歌山県「企業の森」最新情報をご紹介します

企業の森  T o p i c s

現
在
、
２７
の
企
業
・
団
体
が
参
画
！

　

和
歌
山
県
の「
企
業
の
森
」に
は
、
現
在
２７

の
企
業
・
団
体
が
参
画
し
、
県
内
で
そ
れ
ぞ

れ
森
林
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

各
企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
で
は
、
森
林

保
全
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
村
体
験
や
温

泉
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
地
域
の
観
光
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
し
く
都
市
と
地
方
の
交
流
が
実
現
し
、

地
元
地
域
の
人
た
ち
の
評
判
も
上
々
で
す
。

「
企
業
の
森
」に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
試
算
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和歌山県「企業の森」参画
企業・団体（27企業・団体136.9ha）

「企業の森」参画企業・団体の
様々な最新情報を一斉に掲載！
　和歌山県の「企業の森」については、本県の事業がその先駆的事例とし

て全国的に認知されてきました。

　この度和歌山県では、現在、国内の多くの自治体において同様の取り

組みが開始される中で、本県「企業の森」を今後も更に継続的、発展的に

推進していくため、県内でこの「企業の森」を活用してCSR・社会・環境

貢献活動を実施している企業・団体はもちろん、県内各自治体や森林組合、

そして県の最新情報を一斉に掲載した情報誌「CSR WAKAYAMA」を創刊

しました。

　この情報誌は、各企業・団体、地元市町村、森林組合、和歌山県相互

の情報交換の場として、「企業と地域を結ぶ情報誌」を目指し、毎年春と

秋の発行を予定しています。

　県では、この情報誌を全国発信ツールとしても活用し、新たな参画企

業・団体の誘致に繋げていきたいと考えています。

　今後、更に内容を充実していきますのでご期待ください。

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
が

「
企
業
の
森
」を
視
察

企業の森
和歌山県

「企業の森」
シンボルマークを
作成！

　本誌の創刊にあわせて、「企業の

森」シンボルマークを作成しました。

　企業の森に参画している「企業」と

その受け皿となる「地域」。さらにそ

の両者を支援する「和歌山県」を３つ

の山並で表現。その三者が一つの大

地で育む『企業の森』をシンボルマー

ク化しました。

　

和
歌
山
県
で
は
、
こ
の
事

業
の
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
は
勿
論
、
県
民
の
理

解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
県
民
へ
の
事
業
の

実
施
効
果
を
明
確
に
す
る
た

め
こ
の
事
業
の
実
施
が
も
た

ら
す
経
済
波
及
効
果
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
企
業
（
団

体
）
が
和
歌
山
県
内
で
森
林

保
全
活
動
を
実
施
す
る
場
合

に
お
い
て
こ
れ
に
付
随
す
る

地
域
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

県
内
観
光
に
も
着
目
し
企
業

（
団
体
）の
県
内
へ
の
直
接
投

資
額
を
基
本
に
効
果
額
を
推

計
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
平
成
19
年

３
月
現
在
、「
企
業
の
森
」に

参
画
し
て
い
る
27
企
業
・
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
10
年
間
（
延

べ
14
年
間
）
和
歌
山
県
内
で

森
林
保
全
活
動
を
実
施
し
た

場
合
の
経
済
波
及
効
果
額
を

約
18
億
６
，
０
０
０
万
円
と

推
計
し
ま
し
た
。

「企業の森」事業の経済波及効果額
平成19年3月現在　参画27企業・団体による
10年間の直接投資額から推計

直接県内需要額　11億6,700万円
※直接投資額の82％（自給率）で試算

経済波及効果額
18億6,000万円！

余暇

宿　泊

日帰り　イベント費用
1億6,600万円

植栽・保育費用
（森林組合実施）
8億4,500万円

社員ボランティア

森林保全

親子の
ふれあい

社員研修

ネーミングライツ

椎茸の植菌

木工体験

地元婦人会による炊出し

和歌山県山村地域

都　市

日
帰
り

宿泊　イベント費用
4億1,000万円

40,000人

企　業
①大阪ガス株式会社 
　「大阪ガスの森」　H17.3～　田辺市1ha
②日本たばこ産業株式会社 
　「ＪＴの森 中辺路」　H17.3～　田辺市　50ha
③全日本空輸株式会社
　「私の青空 関西空港・高野山ゲンジの森」　H17.4～　高野町　0.5ha
④住友金属工業㈱和歌山製鉄所
　「住友金属和歌山の森」　H18.2～　田辺市　2.5ha
⑤イオン株式会社、(財)イオン環境財団
　「イオンの森 調月」 　H17.10～　紀の川市　36ha
⑥サントリー株式会社
　サントリー「天然水の森 湯の峰」　H18.4～　田辺市　4.1ha
⑦東京海上日動火災保険株式会社
　「東京海上日動の森」　H18.4～　紀美野町　1.1ha
⑧セイカグループ
　「セイカの森」　H18.4～　日高川町　1.2ha
⑨紀陽銀行・紀陽銀行従業員組合
　「紀陽の森」　H18.4～　日高川町　1.3ha
⑩東洋紡績株式会社
　「東洋紡みらいの森」　H18.4～　日高川町　0.8ha
⑪積水ハウス株式会社
　「積水ハウスの森」　H18.4～　田辺市　2.6ha
⑫松下電工株式会社
　「松下電工・田辺龍神『ながきの森』」　H19.4～　田辺市　20ha
⑬株式会社ＮＴＮ紀南製作所
　「ＮＴＮ紀南　牟婁『和』の森」　H19.2～　上富田町　1ha
⑭花王株式会社和歌山工場 
　花王の森　紀美野」　H19.4～　紀美野町　0.7ha
⑮東宝建設株式会社
　「感謝の森」　H.19.3～　田辺市　0.7ha
⑯住友信託銀行株式会社
　「住友信託銀行「しんたくんの森」」　H19.4～　日高川町　0.8ha

労働組合
①ユニチカ労働組合
　「ユニチカの森林」　H15.3～　日高川町　2ha
②関西電力労働組合
　「関労ふれあいの森」　H16.2～　田辺市　1ha
③日本労働組合総連合会和歌山県連合会
　「連合和歌山の森」　H18.3～　日高川町　1ha
④ダイキン工業労働組合
　「ダイキン工業労働組合の森」　H18.4～　田辺市　1.4ha
⑤紀州製紙労働組合
　「紀州労組　虹の森」　H19.3～　那智勝浦町　0.4ha

その他の団体
①森林ボランティア団体
　「ゲンジの森」　H16.4～　高野町　0.2ha
②NPO法人和歌山野球振興協会・夢クラブ
　「野球の森」　H16.4～　かつらぎ町　1ha
③NPO法人原風景
　「原風景の森」　H16.4～　かつらぎ町　0.5ha
④ロータリークラブ
　「ロータリー 100年の森林」　H16.5～　高野町　3ha
⑤高野熊野世界遺産連絡会
　「空海の森」　H18.4～　田辺市　1ha
⑥社団法人和歌山県宅地建物取引業協会
　「宅建の森」　H18.11～　日高川町　1.1ha

名所旧跡観光

温　泉
世界遺産

※年月は活動開始年月

2007.10.1現在

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
特
別
委

員
会
、
自
然
保
護
協
議
会
会
員
２１
人

が
７
月
４
日
、「
企
業
の
森
」事
業
の

視
察
に
田
辺
市
中
辺
路
町
・
本
宮
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
尚
武
会
長（
積
水
化
学
工

業
社
長
）ら
一
行
を
出
迎
え
た
仁
坂

知
事
は「
熊
野
古
道
館
」で
、
倉
尾
伊

佐
男
会
長（
中
辺
路
町
観
光
協
会
）と

熊
野
古
道
の
歴
史
を
解
説
。

　

そ
の
後
、
世
界
遺
産
「
熊
野
参
詣

道
」沿
い
の「
と
が
の
き
茶
屋
」で
熊
野
の
自
然
と
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
の
解
説
と
懇
親
会
を
行
い
、
そ
の
な
か
で
、
岡
上
哲
三
組

合
長（
中
辺
路
町
森
林
組
合
）が「
企
業
の
森
事
業
に
参
加
し
て
い

る
企
業
は
本
当
に
一
生
懸
命
に
作
業
を
し
て
く
れ
ま
す
。
企
業

が
来
て
く
れ
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
な
り
、
非
常
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
ガ
ス
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
の
「
企
業
の

森
」を
視
察
し
、
一
行
は
県
の
解
説
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

大
久
保
会
長
は
「
こ
の
企
業

の
森
事
業
は
と
て
も
い
い
事
業
。

自
然
保
護
を
考
え
る
う
え
で
直

接
自
分
の
手
で
自
然
に
触
れ
る

こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
自
然
に
親
し
み
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
展
望
を
話
さ
れ
ま
し
た
。



　

1
9
9
1
年
に
始
ま
り
、
お
客
様

と
と
も
に
16
年
間
続
け
て
い
る
買
物

袋
持
参
運
動
。「
マ
イ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
推
奨
」「
買
物
袋
ス
タ
ン
プ

カ
-ド
に
よ
る
運
動
強
化
」「
適
量
配

布
」な
ど
に
よ
り
、
2
0
0
6
年
度
に

は
1
7,
4
6
9
万
枚
の
レ
ジ
袋
を
削

減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
石
油
ド
ラ
ム

缶（
2
0
0
ℓ
）約
1
5,
9
8
4
本

分
の
節
約
で
す
。

　
イ
オ
ン
㈱
で
は
、
2
0
1
0
年
ま
で

に
、
買
物
袋
持
参
率
50
％
以
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
層
の
レ
ジ

袋
の
削
減
を
お
客
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
お
客
様
に
水
の
恵
み
を
お
届
け
す
る

サ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、
地
球
環
境
そ

の
も
の
が
大
切
な
経
営
資
源
で
す
。
生

産
現
場
で
は
、
C
O
2
削
減
、
省
資

源
・
省
エ
ネ
・
節
水
活
動
の
推
進
、
副

産
物
・
廃
棄
物
の
1
0
0
％
再
資
源

化
な
ど
に
加
え
て
工
場
内
の
緑
化
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
ら
か
な
水
を
守
り
、
良
質

の
水
を
自
然
界
に
返
す
こ
と
は
、「
水

と
生
き
る
」企
業
と
し
て
の
重
大
な
責

任
と
考
え
、
サ
ン
ト
リ
ー「
天
然
水
の

森
」と
名
づ
け
た
水
源
涵
養
活
動
を
和

歌
山
県
田
辺
市
な
ど
全
国
9
カ
所
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
京
海
上
日
動
で
は
、
東
京
海
上
の
創
業
1
2
0

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
1
9
9
9
年
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
5
カ
国
に
お
け
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
事
業

を
開
始
、
2
0
0
4
年
3
月
末
ま
で
の
5
年
間
で
目

標
の
3,
0
0
0
ha
を
超
え
る
、
3,
4
4
4
ha
の
植

林
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
0
4
年
か
ら
新
た
に
南
太
平
洋
の
フ
ィ

ジ
ー
を
対
象
国
に
加
え
、
5
年
間
で
2,
0
0
0
ha
の

植
林
を
行
う
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
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買物袋持参運動

水とともに生きる

C S R R e p o r t「企業の森」参画企業・団体の最新情報

イオン株式会社

サントリー株式会社

森
林
保
全
活
動

　
　

  

「
大
阪
ガ
ス
の
森
」

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
下
草
刈
り
活
動
を
実
施
〜

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

　

和
歌
山
県
の
推
進
す
る「
企
業
の
森
・
労
働

組
合
の
森
」に
参
画
し
、
労
働
組
合
と
と
も
に

森
林
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
0
5
年
3
月
、
世
界
遺
産
・
熊
野
古
道
に

近
接
す
る
紀
伊
山
地
の
山
林
に
広
葉
樹
の
苗
木

2,
6
0
0
本
を
植
樹
し
、
毎
年
夏
に
は
従
業

員
や
そ
の
家
族
が
参
加
し
て
下
草
刈
り
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
大
阪
ガ
ス
と
大
阪
ガ
ス
労
働
組
合
の

共
催
で
下
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
８

月
12
日（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る

中
で
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
62

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
大
き
く
成
長
し
た
苗
木

を
愛
し
む
よ
う
に
、
一
生
懸
命
作
業
に
取
り
組

み
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

URL
http://www.osakagas.co. jp/philosophy/csr .html

Voice

2005年3月にボランティア約70名で植樹した木々
は、太陽の光をいっぱい浴びてすくすくと順調に
成長しています。
今後も、中辺路町森林組合様など地元の皆様のご
協力をいただきながら、育林活動に取り組んでい
きます。

Voice

おかげさまで植林／森林保
全活動「JTの森　中辺路」
は3年目となりました。和
歌山県、田辺市および中辺
路町森林組合という素晴ら
しいパートナーの一体と
なった支援があってこそと
感謝しています。

URL　http://www.jt i .co. jp/JTI/Welcome.html

ひ
ろ
え
ば
街
が
好
き
に
な
る
運
動

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

　
８
月
19
日
に
和
歌
山
城
で
開
催
さ
れ
た「
第
４
回

紀
州
よ
さ
こ
い
祭
り
」に
お
い
て
、Ｊ
Ｔ
と
和
歌
山
た

ば
こ
商
業
協
同
組
合
共
催
で「
ひ
ろ
え
ば
街
が
好
き

に
な
る
運
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
ご

み
を「
ひ
ろ
う
」と
い
う
体
験
を
通
し
て
、「
す
て
な

い
」気
持
ち
を
育
て
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

全
国
各
地
の
祭
事
で
行
っ
て
い
る
市
民
参
加
型
の

清
掃
活
動
で
す
。
当
日
は
約
４
０
０
名
の
来
場
者

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、「
踊
っ
た
後
で
し
ん
ど
か
っ

た
が
、
良
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
と
思
い
ま
す
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

住
友
金
属
工
業
株
式
会
社 

和
歌
山
製
鉄
所

　

住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所

で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ

イ
ク
ル
分
野
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
熱
源
と
し

て
有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り

製
鉄
業
か
ら
発
生
す
る
ダ
ス
ト

か
ら
有
価
金
属
の
回
収
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
・Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

低
減
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
廃
プ
ラ
以
外
に
和
歌

山
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
市

民
生
活
よ
り
発
生
す
る
一
廃
プ

ラ
の
処
理
に
も
取
り
組
み
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

Voice
組合結成60周年の記念事業で始めた中辺路近露での森林育
成・保全も2年目に入り、年に2～3回、下草刈りや地域との
交流を活発に行っています。
参加者は、初めての経験であり、自分たちが植樹した苗を大
切に見守りながら周りに生えた雑草を刈っています。
私たちはこうした活動を通じ地球環境を考えるとともに、地
域の人との交流や文化に触れる活動を継続していきます。

URL　http://www.sumitomometals .co. jp/environment/

レジ袋削減枚数 買物袋持参率
レジ袋削減枚数と買物袋持参率の推移(イオン株式会社の場合)

2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006(年度)

 3,222万枚
　 4,269万枚
　　  5,790万枚
　　　　 7,464万枚
　　　　　　  9,583万枚
　　　　　　　　　　　　　    17,371万枚
　　　　　　　　　　　　　    17,469万枚

4.28％
　5.31％
　　6.69％
　　　7.89％
　　　　　8.99％
　　　　　　　　　15.48％
　　　　　　　　　15.30％

URL　http://www.aeon.info/environment/
URL　http://www.suntory.co. jp/eco/forest/
　　  index.html

Voice

2005年から「企業の森」に参加しています。一昨年
は植林、昨年は草刈りと家族全員で自然とのかかわり
あいを楽しんでいます。これからも自然環境保護を少
しでも多く意識し、家族みんなで活動したいと思って
います。

URL　http://www.tokiomarine-nichido.co. jp/

Voice

2007年1月からレジ袋の削減をさらに前
進させるためにレジ袋無料配布中止を含む
レジ袋提供方法の見直しの実証実験を行っ
ています。行政並びに、市民団体の皆様と
連携し、市民の皆様のご理解をいただける
地域から順次実施していきます。

川端 誠さん（いきいき市民推進室）
藤岡 康高さん（大阪ガス労働組合）

橋本 好司さん
（大阪支店 業務部）飯田 利道さん（住友金属和歌山労働組合）

Voice

これからも「人と自然と響きあう」持続可能な社会を目
指して、環境保全活動に積極的に取り組んでいきます。

CSR・コミュニケーション本部 環境部

濱野 正之さん（和歌山支店業務グループ）

西日本カンパニー 総務部 社会貢献グループ マ
イ
バ
ッ
ク

マイバスケット



　

積
水
ハ
ウ
ス
で
は
、
地
元
森
林
組

合
や
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
2
0
0
6
年
4
月
よ
り

田
辺
市
中
辺
路
で
植
林
や
下
草
刈
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
業
の
住
宅
事
業
に
関
連
し
、
庭

や
街
路
に
地
域
の
自
生
種
や
在
来
種

を
植
え
る
こ
と
で
庭
と
地
域
の
自
然

が
調
和
し
、
生
態
系
保
全
に
も
役
立

つ「
5
本
の
樹
」と
名
づ
け
た
造
園
・

緑
化
を
進
め
て
お
り
、
当
地
で
の
樹

種
の
選
択
に
つ
い
て
も
、
地
権
者
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ト
チ
、
コ
ナ

ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を

中
心
に
植
栽
し
て
い
ま
す
。　

富
士
山
の
斜
面
に
は
森
林
限
界
以
下
で
あ
っ
て
も
溶
岩

な
ど
の
砂
礫
地
の
た
め
樹
木
が
ほ
と
ん
ど
自
生
し
て
い
な

い
地
帯
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
雪
崩
な
ど
が
起
き
る
と

斜
面
ご
と
大
き
く
崩
落
す
る
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
崩
落
を
防
ぐ
た
め
、
当
社
と
当
社

労
働
組
合
は
協
働
で
、
こ
の
地
に
緑
を
増
や
す
活
動
を

２
０
０
３
年
よ
り
始
め
ま
し
た
。
毎
年
継
続
し
て
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
５
５
８
名
の
社
員
や
そ
の

家
族
が
参
加
し
、
植
林
お
よ
び
竹
柵
の
設
置（
風
か
ら
苗

木
を
守
る
た
め
に
必
要
）な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
活
動
を
通
し
て
社
員
の
環
境
意
識
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
富
士
山
の
自
然
保
護
に
少
し
で
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
の
中
の
工
場
づ
く
り

　

花
王
和
歌
山
工
場
は
、「
森
の

中
の
工
場
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
工
場
内
緑
地
の
質
的
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
緑
地
の
一
部
は

江
戸
時
代
か
ら
の
防
潮
林
で
和
歌

山
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

大
切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
は「
社
会
・
環
境

貢
献
緑
地
」と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。「
社
会
・
環
境
貢
献
緑
地

評
価
シ
ス
テ
ム
」は
、
政
府
の
環
境

基
本
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
企
業
の
優
れ
た
緑
化
活
動
を
評

価
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
全
国
の
15
緑
地
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
下
電
工
株
式
会
社

花
王
株
式
会
社
和
歌
山
工
場
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自然と調和する
「５本の樹」積水ハウス株式会社 セイカグループ

（セイカ株式会社、和歌山精化工業株式会社ほか）
　

創
業
以
来
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

黄
色
系
顔
料
の
中
間
体
メ
ー
カ
ー
と
し

て
発
展
し
て
き
た
セ
イ
カ
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、
近
年
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

や
薄
型
テ
レ
ビ
等
の
電
子
機
器
の
小
型

化
・
薄
型
化
・
高
機
能
性
化
、
さ
ら
に

航
空
機
や
自
動
車
等
の
軽
量
化
・
燃
料

低
減
に
貢
献
す
る
高
機
能
性
ポ
リ
マ
ー

原
料
の
開
発
に
そ
の
培
っ
て
き
た
技
術
を

結
集
し
て
、
地
球
環
境
や
省
資
源
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

URL　http://www.kiyobank.co. jp/regionalactivit ies/

環
境
に
配
慮
し
た
活
動
に
取
り
組
む

紀
陽
銀
行
・
紀
陽
銀
行
従
業
員
組
合

国
内
最
大
の
海
水
淡
水
化
施
設
で
も
活
躍
す
る
、

逆
浸
透
膜
技
術
東
洋
紡
績
株
式
会
社

　

地
球
上
に
あ
る
約
１４
億
k㎥
の
水
の
う

ち
97
％
は
海
水
で
、
淡
水
は
わ
ず
か
に
約

3
％
。
従
来
の
海
水
淡
水
化
技
術
は
、

海
水
を
沸
騰
さ
せ
て
海
水
で
冷
や
す「
蒸

発
法
」。
当
社
は
、
1
9
7
2
年
ご
ろ
か

ら
逆
浸
透
膜
の
開
発
に
着
手
し
、
一
段
法

で
海
水
を
淡
水
化
可
能
な
逆
浸
透
膜
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
商
品
化
を
世
界
で
初
め
て
成

功
し
ま
し
た
。
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
蒸

発
法
の
約
18
分
の
1
で
、
海
水
淡
水
化
プ

ラ
ン
ト
の
省
エ
ネ
に
貢
献
し
、
現
在
、
世

界
各
地
の
プ
ラ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Voice

今、人類は地球温暖化という危機に直面し
ています。植樹は、低炭素社会に向けて、
私たちがやらなければならない行動のひと
つです。昨年「企業の森」に参画し、植樹の
機会を得ましたが、CO2の削減とともに、
多くの様々な効果があります。社員のボラ
ンティアの場としても、楽しんで活用して
いきたいと思っています。

URL　http://www.toyobo.co.jp/eco/

URL　http://www.sekisuihouse.co. jp/sustainableURL　http://www.mew.co.jp/corp/csr/

Voice
慣れない道具を使ったり、足元の悪い斜面を登ったりと、
きつい作業もありますが富士山の自然に触れると参加者も
みんな笑顔になります。今後も沢山の社員に参加してもら
い自然を大切にする心を育てていきたいと思っています。

Voice

URL
http://www.kao.co. jp/
corp/csr/index.html

「企業の森」参画企業・団体の最新情報

URL　http://www.waseika.com

Voice
活動は和歌山支店のメンバーを中心に、本社等の有志も参加し
ています。先日は森林組合の皆様が当社本社（大阪市北区）横
に作った「新・里山」（約8,000㎡）の都市緑化を見学くださ
るなどの嬉しい交流も生まれています。

化学の技術で省資源を

　

当
行
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、

平
成
１３
年
３
月
に
環
境
に
関
す
る
国
際
規
格
で
あ
る

I
S
O
1
4
0
0
1
に
認
証
を
取
得
し
、＜

環
境
に

や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
銀
行
を
目
指
す＞

と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
省
資
源
に
向
け
た
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

化
や
地
域
の
美
化
活
動
を
通
じ
、
全
役
職
員
が
環
境

に
配
慮
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
私
た
ち
の
地
元
で
あ
る
和
歌
山
県
に
少

し
で
も
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
18
年
4
月
よ
り「
企
業
の
森
」事

業
に
も
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
木
の
国
」和
歌
山
県
の
森
林
保
全
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
と
し
て
地
域
の
環
境
事
業
へ
の
積
極
的
な
支
援
も
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
当
行
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

富
士
山
火
山
荒
地
で
植
林
活
動

Voice
「企業の森」活動もその一部ですが、化学に携
わる企業として、社会や環境に貢献している一
端を、本紙面を通じて紹介していきます。

中林 勝己さん（総務部）

福井 富久子さん（環境・安全部）

佐々木 正顕さん（環境推進部）加藤 康浩さん（環境推進部）

米元 考博さん（環境グループ）

Voice

実際に現地での植裁等の活
動に参加してみると、和歌
山県は本当に自然に恵まれ
たふるさとであるというこ
とを実感します。この豊か
な自然を次世代に残してい
くためにも、この地道な活
動の輪を広げていきたいと
思います。

中嶋 崇裕さん
（経営企画部）

花王では、平成12年より、環境保全活動として『花王・みんな
の森づくり活動』にも取り組んでいます。今回、新たに活動を
開始する「花王の森　紀美野」の保全活動も合わせ、今後さら
に幅広い森林保全活動を展開していきます。
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住
宅
に
緑
を
提
案

東
宝
建
設
株
式
会
社

　

県
が
進
め
る｢

企
業
の
森
」事
業
を
活

用
し
、
森
林
保
全
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。｢

感
謝
の
森
」の
活

動
は
今
後
10
年
間
に
渡
り
広
葉
樹
を
育

林
し
て
い
く
森
林
保
全
活
動
と
な
り
ま

す
。
田
辺
市
に
お
け
る
社
会
貢
献
環
境

改
善
活
動
と
し
て
森
林
の
保
護
に
取
り

組
み
社
員
と
そ
の
家
族
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
で
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
戸
建
住
宅
で
は
緑
庭
園
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

Voice
ISO 14001：2004に基づいて、建築現場での環境
側面　大気・水質・土地・資源の有害な環境影響を
長期スパンで緩和・低減させていく方針です。

「企業の森」参画企業・団体の最新情報

住宅の緑化は景観を良くすると
ともに、建物の断熱性、熱環境
対策、温室効果ガスを低減させ
るメリットがあります。

環
境
問
題
へ
の

意
識
を
高
め
る
運
動
を

ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合Voice

住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
和
歌
山
支
店

　

当
社
は
C
S
R
を
重
要
な
経
営
課
題
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も「
環
境
配
慮
活

動
」は
最
も
重
要
な
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も「
国
連
環
境
計
画
・
金
融
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」へ
の
信
託
銀
行
初
の
署
名
や
、「
チ
ー

ム
マ
イ
ナ
ス
６
％（
環
境
省
が
提
唱
す
る
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
）」に
参
加
し
、
環
境
配
慮

型
の
金
融
商
品
の
開
発
や
、
オ
フ
ィ
ス
環
境

向
上
に
努
め
る
等
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
の「
企
業
の
森
」事
業
参
加
も
こ

の
一
環
で
あ
り
、
今
後
も
地
球
環
境
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Voice
私たちは『しんたくんの森』の植栽イベントに
参画することで、森林保護の大切さを学びつ
つ、ＣＳＲに貢献できた喜びを分かち合うこ
とができました。豊かな未来のためにこの活
動の輪を広げていきたいと思います。

Voice

URL
http://www.sumitomotrust.co. jp/IR/company/
individual/close_up/csr .html

『
関
労
ふ
れ
あ
い
の
森
』事
業　
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

関
西
電
力
労
働
組
合

　

労
組
結
成
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た「
関
労
ふ
れ
あ
い
の
森
」。
組
合
員
参
加
型
の

活
動
も
早
４
年
、
こ
れ
ま
で
約
１
８
０
０
名
の
組

合
員
と
家
族
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

森
林
保
全
と
し
て
の
下
草
刈
り
の
他
、「
熊
野
古

道
」の
道
普
請（
修
復
作
業
）、
世
界
遺
産
の
景
観

保
全
に
資
す
る
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
の
体
験
も

ま
じ
え
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

地
元
の
皆
様
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
楽
し
く
社

会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
和
歌
山
で
は
、
６
〜
９

月
を「
エ
コ
ラ
イ
フ
21
・
地
球
温

暖
化
対
策
行
動
月
間
」と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、①「
連
合
和
歌

山
の
森
」の
下
草
刈
り
を
通
じ
た

地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

②「
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」活
動
と
し
て
、
県
内
８
カ
所

の
地
域
協
議
会
で
の
海
岸
清
掃
、

神
社
清
掃
、
国
道
清
掃
等
の
取

り
組
み　

③
夏
季
軽
装（
エ
コ
ス

タ
イ
ル
）運
動
と
し
て
、
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
と
室
内
温

度
28
度
に
設
定
す
る
こ
と
の
３

点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Voice

「関労ふれあいの森」事業では、４つの基本コ
ンセプトに加えて「組合員同士・組合員と家
族とのふれあい」、「地元の皆さんや自然との
ふれあい」、「世界遺産に指定される熊野の歴
史・文化とのふれあい」も大切に活動してい
ます。

Voice
連合和歌山加盟の皆さんが協力をする県内全体でのクリー
ンキャンペーン活動が、各地域の方の環境への問題意識向
上に繋がればと思います。
私自身、環境と健康のことも考えて自転車で通勤していま
すし、エコバックなんかも持ち歩いていますよ。

URL　http://www.jtuc-rengo.or. jp/

「
組
合
ら
し
さ
」「
電
力
ら
し
さ
」「
社
会
か
ら
の
共
感
」「
記
憶
に
残
り
、
次
に
つ
な
が
る
活
動
」

地
球
環
境
保
全
に
努
力

ペットボトル回収運動
ユニチカ労働組合

エコライフ21・
地球温暖化対策行動月間
(6～9月）
日本労働組合総連合会和歌山県連合会

谷川 裕久さん（管理部）

大西 恵さん（和歌山支店 営業課）

河野 勇さん（購買物流本部　購買部）

藤原 正宏さん（組織対策局）
阪上 貴史さん（連合和歌山）

奥田 昭さん（中央執行委員）

　
ユ
ニ
チ
カ
で
は
回
収
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
、
再
生

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維「
ユ
ニ
エ
コ
ロ
」や
再
生
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
不
織
布
シ
ー
ト「
エ
コ
ミ
ッ
ク
ス
」を
生
産
し
て
い

ま
す
。
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
最
近
で
は
海

外
に
流
出
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
2
0
0
7
年
1
月
か
ら
自
社
の
各
事
業
所
で

も
社
員
や
家
族
が
協
力
し
、
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
直
接
回
収
し
、
洗
浄
・
分
別
し
て
処
理
メ
ー
カ

で
フ
レ
ー
ク
に
し

た
も
の
を
、
岡

崎
事
業
所
で
原

料
と
し
て
活
用

す
る
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

ペットボトルの回収にともなう事業所間の輸送は、通常の
業務便にできるスペースを活用し無駄なエネルギーをかけ
ない工夫をすることで、環境にも優しくコストも抑えられ
る取り組みとなっています。

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
の
環
境
問

題（
地
球
温
暖
化
）へ
の
対
応
は
、
よ
り

多
く
の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
環
境

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
等
に
取
り
組
む
環
を
広

げ
る『
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動
』

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

独
自
の『
環
境
家
計
簿
』で
、
家
庭

で
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
使
用

量
を
C
O
2
排
出
量
に
換
算
し
、
地

球
温
暖
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り

組
み
で
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
４
月『
労
組
の
森
』に

参
画
。
組
合
員
と
家
族
が
自
然
の
中

で
森
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

『ダイキン工業労働組合の森』（田辺市中辺路町）は｢熊
野古道｣や熊野本宮大社にも近く､豊かな自然の中で
の若手組合員研修やファミリーキャンプなどを実施
し、仲間や家族とのコミュニケーションを図ってい
ます。

URL　http://www.unitika.co. jp/environment/
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環
境
負
荷
の
低
減
に
努
力

紀
州
製
紙
労
働
組
合

　

当
社
の
主
力
製
品
は
色
上
質

紙
及
び
情
報
用
紙
な
ど
で
、
木
材

よ
り
つ
く
ら
れ
た
パ
ル
プ
を
原
料

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
で
は
新
聞
古
紙
な
ど
か
ら
古

紙
パ
ル
プ
を
製
造
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
油
・

電
力
を
主
に
使
用
し
て
紙
を
製
造

し
て
い
ま
す
が
、
抄
紙
の
際
に
多

量
の
水
も
使
用
し
て
い
ま
す
。
当

社
で
は
、
こ
れ
ら
資
源
を
多
く
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

や
廃
棄
物
の
削
減
・
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
て
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

「企業の森」参画企業・団体の最新情報

ゲ
ン
ジ
の
森
実
行
委
員
会

　

ゲ
ン
ジ
の
森
実
行
委
員
会
で
は
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
高
野
山
に
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ（
高
野
山

周
辺
で
は
、
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
の
雄
を「
ゲ

ン
ジ
」と
呼
ぶ
）に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
虫

た
ち
や
野
生
動
物
が
暮
ら
す
広
葉
樹
の
森

を
、
高
野
山
森
林
公
園
の
一
画「
ゲ
ン
ジ
の

森
」（
約
8.
2
ha
）に
再
生
し
よ
う
と
、
平

成
７
年
か
ら
植
樹
や
、
草
刈
り
、
除
伐
、

間
伐
、
環
境
教
育
、
人
材
育
成
、
希
少

植
物
の
保
護
増
殖
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

兵
庫
県
氷
上
市
に
て“

ふ
る
さ
と
営
農
体
験”

と
題
し
名
物
の
黒
豆
と
も
ち
米
の
栽
培
・
収
穫

及
び
現
地
観
光
を
毎
年
実
施
し
、
都
市
部
参
加

者
を
募
り
農
村
部
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す

（
年
２
回
）。
５
月
頃
に
田
植
え
、
黒
豆
の
苗
植

え
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
10
月
頃
に
こ
れ
ら
を
収

穫
し
、
同
時
に
地
域
の

観
光
地
に
立
ち
寄
り
ま

す
。
人
に
も
環
境
に
も

優
し
く
と
い
う
こ
と
で

農
薬
な
ど
は
ほ
と
ん
ど

使
わ
ず
、
苗
は
手
植
え
、

稲
の
乾
燥
も
天
日
干
し

た
昔
な
が
ら
の
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

Voice
平成7年に植えた木々は、既に大人の背丈を優に越
えるほどに成長し、秋にはすばらしい紅葉を見せて
くれるようになってきました。
木々の成長に伴い様相を変えていく森の姿。森づく
りの醍醐味です。

URL　http://www.kouya.com/sideB/Genji/

URL　http://www.kishu.co. jp/envi/

　

大
阪
南
部
と
和
歌
山
県
下（
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
６
４
０
地
区
）の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

１
０
０
周
年
」を
記
念
し
て
２
０
０
４
年
５

月
か
ら
植
樹
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
高
野
町
の
内
子
谷
と
い
う
有

田
川
の
源
流
域
の
国
有
人
工
林
伐
採
跡
地
、

3.
1
ha
を
借
り
受
け
て
和
歌
山
県
の
㈶
緑

化
推
進
会
と
協
働
の
も
と
、
３
カ
年
で
八
樹

種
の
落
葉
広
葉
樹
を
２
，４
２
４
本
、
植
え

ま
し
た
。
現
在
は
下
草
刈
り
な
ど
の
育
林
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
は
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
の
場
、

人
と
他
の
生
物
の
共
生
で
き
る
モ
デ
ル
と
な

る
森
林
づ
く
り
、
保
水
力
の
高
い
森
林
づ
く

り
に
よ
る
環
境
保
全
な
ど
で
す
。

　

私
た
ち
の
協
会
は
、
昭
和
35
年
に
和
歌
山

県
よ
り
許
可
を
受
け
た
公
益
社
団
法
人
で
す
。

　

宅
地
建
物
取
引
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

と
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
、
県
下
９
０
０

名
強
の
会
員
に
対
し
指
導
や
連
絡
に
係
る
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
宅
地
建
物
取
引
に
お

け
る
各
種
無
料
相
談
を
は
じ
め
と
す
る
、
購

入
者
等
の
利
益
の
保
護
や
宅
地
建
物
の
流
通

の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
企
業
の
森
」を
は
じ
め「
外
国
人
留

学
生
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
斡
旋
支
援
」「
災

害
時
に
お
け
る
住
宅
支
援
」な
ど
の
、Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

高
野
熊
野
世
界
遺
産
連
絡
会
は
、
熊
野
古
道
沿
い
の
森
林
を「
空

海
の
森
」と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
で
は
難
し
い
世
界
遺
産
地
域
へ
の
植
樹
を
通
し
て
、
空
海
や

そ
の
精
神
性
と
よ
り
深
い
つ
な
が
り
を
深
め
、
ま
た
、
参
加
者
に
は

プ
レ
ー
ト
に
お
名
前
を
残
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
世
界
遺
産
の
環
境

保
全
へ
の
貢
献
を
形
と
し
て
残
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
大
切
さ
を
よ
り
身
近
に
実
感
で
き
る
場
所
と
し
て
、

ま
た
、
市
民
レ
ベ
ル
で
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
実
行
す
る
場
所

と
し
て「
空
海
の
森
」が
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

熊
野
古
道
沿
い
の
今
の

荒
れ
た
こ
の
森
林
が
、
緑
に

お
お
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
５
年

先
、
10
年
先
が
楽
し
み
で
す
。

Voice

この「森林づくり」を行うことにより地区のロータリークラ
ブ・会員間の友情の深まりと、社会奉仕・環境保全活動に
おいて地区内のロータリアン以外の皆さんとの協働の必要
なことを体感しています。

世
界
遺
産「
空
海
の
森
」

URL　http://www.rotary.org/languages/japanese/URL　http://www.aikis .or . jp/~wkk-isan/

URL　http://www.wakayamanet.or . jp/wtk/

高
野
熊
野
世
界
遺
産
連
絡
会

Voice

私たち紀州支部では紙製造に関わる環境負荷低減とともに地
域への貢献を目指して「企業の森」活動に参加しています。森
を通じて地域との出会いを大切にしていきますのでよろしく
お願いいたします。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

Voice

日本の古き良き伝統
と自然、地域を越え
た交流を目的として
活動を展開したいと
考える我々“原風景”
と地域の良さを対外
的にもっと知ってもらいたいと願う氷上市の“かどのの里”
の人々の意見が合致し、実施に至った企画です。これが
“ふるさと営農体験”の始まりでした。山々に囲われたのど
かな環境の中でみんな泥まみれになって農作業を行い、互
いに親睦を深めます。自然を解した交流の場を今後も拡げ
ていきたいと考えています。

参
加
者
か
ら
の
お
手
紙

　

植
樹
と
云
う
初
め
て
の
体
験
を
し
、
何
か

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
心
に
な
り
、
よ
い
思
い
出

に
な
る
旅
で
し
た
。
何
時
か
ま
た
緑
の
美
し

い
中
辺
路
の
道
を
歩
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

千
葉
市　

女
性

Voice

植林を通じ、空海やその精神性とのつながりが深まり世界
遺産保全・地球温暖化防止に貢献できます。

Voice
「企業の森（宅建の森）」では、去年植栽した苗
の育樹活動として約70名（うち中国からの留
学生1名）による雑草の下刈りを行いました。
今後も苗の生長を願い、未来へつながる環境
活動に貢献していきます。

人にも環境にも優しく
NPO法人原風景

ロータリー100年の森林
ロータリークラブ

CSRを積極的に
社団法人和歌山県宅地建物取引業協会

岡村 陽次さん（紀州工場）

兵頭 弘士さん

亀岡 弘昭さん
（国際ロータリー第2640地区 環境保全委員会）

玉置 公良さん

森 久万夫さん
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　日高川町は備長炭生産量日本一の町
です。町内には、安珍清姫伝説で有名
な道成寺や、夜空を楽しむかわべ天文
公園、日本一の藤棚があるリフレッシュ
エリアみやまの里、心身を癒す中津温泉
や美山温泉などがあります。その他に、
稲刈り、かずら細工、間伐、アマゴ釣り
など四季折々の体験も提供しています。
ぜひ一度日高川町にお越しください。

備長炭生産量日本一、充実した施設が自慢です。

日高川町

　中津村森林組合は、企業の森第1号の「ユニチカ
の森」のお世話をさせていただいています。森林環境
整備活動のほかに、梅酒づくり、木工、かずら細工

など様々な体験を楽しんでいた
だき、地元の方々とも交流して
いただいています。植栽された
苗木の成長と参画された皆様の
笑顔を見守りながら、この活動
を末永く続けていきたいと思っ
ています。

様々な体験を通じて交流を深めています。

　美山村森林組合は、企業の森や森林体験学習に力
を入れています。植樹や下刈りの際には、Ｉターン者
を含めた若い作業員が指導にあたり、安全に作業し
ていただけるように心がけています。この活動に携わ
れることに感謝し、苗木
が無事育つよう管理に努
めています。

企業の森や森林体験学習に取り組んでいます。

各種体験のお問い合わせはゆめ倶楽部21事務局（t0738-22-1700）まで。

25

体験に来られた方々から帰
路の際にかけていただいた
感謝のお言葉に感激してい
ます。
この取り組みを多くの方々
に知っていただき、活動が
拡がっていくことを期待し
ています。

地域の森林を守り育てる立場に
ある我々にとって、森づくりに
参加された方々の笑顔が何より
嬉しく、企業の皆様の参画を大
変心強く感じています。

中津村森林組合

美山村森林組合

県内各地域からの最新情報 L o c a l  V o i c eL o c a l  V o i c e

日高川町は、豊かな自然を生かし都
市との交流に力を入れています。あ
わせて「日高川ファンクラブ」会員も
募集中です。年会費1,000円で町内
の施設の優待特典が受けられます。
　　 お問い合わせは町産業振興課
　（t0738-22-2041）まで。

　田辺市は、紀伊半島の南西側、和歌山県の南部に位置し、東
西約45㎞、南北約46㎞で、総面積は1,026㎞と、県下最大の広
大な面積を有しており、このうち約90％を山林が占めています。
　当市は、神秘的で奥深い森林・渓谷、景観の良い海岸などの
豊かな自然とそこから生み出される新鮮で豊富な海山川の幸、
世界遺産の熊野古道・熊野本宮大社に代表される歴史・文化、
龍神温泉・湯の峰・川湯温泉をはじめとする温泉郷や気候や地
理的条件等に恵まれた農業・林業・水産業等とその産物を活か
した加工業、また観光リゾート産業など多くの地域資源を有し
ています。

「企業の森」活動は田辺市で！

田辺市

Voice

Voice

Voice

龍神村森林組合

龍神の木をふんだんに使った
ログハウスのお店ができています。
　龍神の木をふんだんに使ったログハウスのお店が、この春オープンしています。
　当組合のプレカット工場が施工しました。お店の場所は、龍神温泉の少し上
流、当組合が経営する道の駅ウッディプラザ木族館のすぐ隣で、小さいですが
龍神の木でできたログハウスで、龍神で出来た産品を販売しています。今春、
松下電工㈱さんの「ながきの森」記念植樹
当日お昼の弁当を作っていただいた、女性
グループ「龍神はーと」さんが運営していま
す。木族館同様、龍神にお越しの際はぜ
ひお立寄りください。

日本の森林は、木を使うことで循環、維
持管理されています。お店に、別荘に、
お住まいに、木を使って環境貢献しませ
んか。

Voice

　当組合の管内森林面積は36,761ｈaの山々が広
がっており、主要な事業として「森林造成事業」
「伐採搬出事業」「木材共販事業」の3事業を柱とし
て、公益的機能を充分発揮できる健全な森づくり
を目指しています。他に間伐材の加工工場、また
農家の委託による梅の収穫作業の手伝い等、地域
住民はもとより都市住民に信頼、支持され循環型
社会に貢献できる事業展開を目指しています。

植林から木材販売まで行っています。
西牟婁森林組合

URL　http://www.town.hidakagawa.lg. jp/URL　http://www.city.tanabe.lg. jp/

URL　http://www.ryujin-shinrin. jp/
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L o c a l  V o i c eL o c a l  V o i c e

　田辺市本宮町は、紀伊山地の山々に囲まれた山村で、平安か
ら江戸時代にかけて、皇族をはじめ多くの人々が熊野詣でに
通った歴史の道“熊野古道”が通り、近年県内外から大勢の参拝者
が訪れています。
　森林組合では古道の景観保持・保全を目
的とした古道パトロールや周辺森林の整備
などを実施しています。
　また、林業従事者の家族の中には、古道
を訪れる方々へ歴史・文化などを案内する
語り部としても活躍る方もいます。

熊野古道周辺の景観保持・保全を推進

本宮町森林組合

　平成19年3月17日、紀州製紙労働組合紀州支部に
より「紀州労組虹の森」としてヤマザクラやカシ類、和
紙の原料となるミツマタなど11種類の広葉樹250本が
植樹されました。この森は植栽に参加してくれたたくさ
んの子どもたちが共に成長していく木々の姿を通じて自
然や環境のことを感じられるよ
う、間伐材を利用した一周約
350mの歩道を設置しており、
いつでも気軽に訪れることがで
きるようになっています。

那智勝浦町森林組合

県内各地域からの最新情報

近年、都会からIターン、
Uターンをして林業従事
者で頑張っている皆さん
をはじめ、企業の森事業
で来られる社員、家族の
皆さん方と地元住民との
交流も深まり、地域が活
気づいています。

様々な「企業の森」の候補地を用意しています。

Voice

子どもたちが自然や環境を感じられるように

那智勝浦町森林組合では紀州製紙労働組合
紀州支部からの委託で「紀州労組虹の森」の
管理や施業の提案・実施を行っています。
強風と獣害を心配していましたが、まさに
どこ吹く風、木々の成長は順調です。

Voice

熊野古道周辺地域の整備を積極的に推進
中辺路町森林組合

　私たち中辺路町森林組合は、緑の雇用事業により、都会か
ら多くのＩターン者等を積極的に受け入れ、間伐等の森林整備
を推進するとともに、作業道の作設や機械化の推進にも取り組
み、伐出コスト削減による森林経営の安定を目指しています。
　また、近年では企業の森に対する取り組みにも力を注いでお

り、優良材の生産はもとよ
り自然環境保全等を目的と
した事業にも積極的に取り
組んでいます。

中辺路町森林組合が経営している喫茶＆
売店「古道の里・中辺路」では、猪肉・鹿
肉・キジ肉・地鶏肉のほか季節のふるさ
と産品の販売を行っていますので、世界
遺産熊野古道の散策など中辺路町におこ
しの際にはぜひお立ち寄りください。

Voice

熊野古道 癒しの里　～近露まるかじり体験～

紀伊田辺から本宮までを結ぶ中辺路ルートの中程に位置する近露は、
のんびりとしたどこか懐かしい山里。
あったかい人達がイベントやマーケットを開催します。
日時 11月3日(土)9:30～15:00
場所 田辺市中辺路町近露内熊野古道沿道
内容
・いけ花展　華道家元らが古道沿いの民家などに展示(11/2～11/8)
・まち中マーケット
　〔味〕鮎めし、茶がゆ、めはり寿司、亥の子餅など
　〔産品〕木工品、リース、雑貨など
・体験など
　いけ花体験（家元指導）、つる籠づくり、もちつき、木工体験、
　樹齢300年のしだれ桜の下で野点、野中の獅子舞演舞など
　※内容は一部変更する場合があります。

町中の縁側や軒先、庭などで行われる、なつかしい“里”体感イベント

主催 熊野古道癒しの里近露まるかじり実行委員会
※このイベントにおいて「企業の森」の活動PRを募集して
　います。ぜひ、ご参加ください。詳しくは下記まで。
　和歌山県 県土整備部 道路局 道路政策課
　t073-441-3116

橋本市

九度山町

高野町

大阪府

和
歌
山
市

海南市

有田市

湯浅町 奈良県
広川町由良町

日高川町
日高町

美浜町
印南町

みなべ町

田辺市

上富田町

白浜町

三重県

新宮市

那智勝浦町
古座川町

太地町すさみ町

串本町

紀美野町

有田川町

北山村

6

岩出市 紀
の
川
市

か
つ
ら
ぎ
町

御
坊
市

紀美野町下佐々
町有林1.4ha

1

紀美野町中田
民有林1.4ha

2

かつらぎ町花園
町有林8ha

3

有田川町金屋
民有林2.0ha

5

広川町下津木
町有林6.6ha

6

日高川町愛川
民有林4.7ha

8

日高川町三佐
民有林2.0ha

7

日高川町寒川
民有林4.1ha

9

日高川町愛川
民有林10.9ha

10

印南町美里
区民有林3.8ha

11

田辺市龍神村
民有林25.0ha

12

田辺市中辺路町
区有林5.0ha

13

田辺市中辺路町
民有林3.0ha

14

田辺市本宮町
民有林2.5ha

15
田辺市本宮町
民有林5.0ha

16

白浜町田野井
民有林3.0ha

18

上富田町生馬
区有林4.0ha

19

上富田町生馬
区有林12.0ha

20

田辺市中辺路町
民有林5.0ha

21

白浜町久木
民有林1.5ha

22

すさみ町大附
民有林50.0ha

23

新宮市熊野川町
民有林1.5ha

24

古座川町洞尾
町有林0.7ha

25

日高川町高津尾
民有林1.24ha

26

和歌山県日高振興局
産業振興部林務課
t0738-24-2912

日高川町 中津村森林組合

日高川町 美山村森林組合

印南町 印南町森林組合

和歌山県西牟婁振興局
産業振興部林務課
t0739-26-7911

田辺市 龍神村森林組合

田辺市 中辺路町森林組合

田辺市 本宮町森林組合

白浜町 大辺路森林組合

上富田町 西牟婁森林組合

すさみ町 大辺路森林組合

和歌山県東牟婁振興局
産業振興部林務課
t0735-21-9612

新宮市 熊野川町森林組合

古座川町 南紀森林組合
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7 26
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15 16
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18 22
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25

13 14

和歌山県海草振興局
産業振興部林務課
t073-441-3366

紀美野町 和海森林組合

和歌山県伊都振興局
産業振興部林務課
t0736-33-4910

かつらぎ町 花園村森林組合

和歌山県有田振興局
産業振興部林務課
t0737-64-1263

有田川町 金屋町森林組合 

広川町 広川町森林組合
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ちかつゆ

↓白浜

新宮 ↓

阪和自動車道
みなべIC

和
歌
山
・

泉
南
← 近露371

371

311

169

168

168

42

● みなべICから近露
 車で約1時間

アクセスMAP

南紀田辺IC
11月11日
開通予定


